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あらまし 著者らは, キーワードとURLの組み合わせであるエントリの集合が記述されたWIXファイルを用い, Web

ページ内の文章に出現するキーワードに対して, それに対応するハイパーリンクを生成するWeb Index (WIX) システ

ムを開発している. 従来, WIXシステムによるリンクの生成は主にユーザ主導で行われていた. 本研究では, ユーザが

Webページを閲覧する際, Webオーサがアンカータグを記述すること無く指定したリンクを自動的に生成する, オー

サ主導のリンク生成における新手法を提案し, 実装した.

キーワード Web Index, Web 情報システム, Web, Webコンテンツ, ハイパーリンク

1. は じ め に

　近年, インターネットの普及によりWeb 上の情報検索が

非常に増え, ユーザは検索エンジンによる検索を行うことで必

要な情報を得ることが可能である. しかし結果として得られた

Webページの閲覧中に, そのページに含まれる情報の更に詳細

な情報を得たいという要求が生まれると, 従来ではその単語を

さらに検索エンジンにかけ情報の再検索・選択を行わなければ

ならない. Webページ作成者は関連する複数の情報をハイパー

リンクによって結合することが可能だが, これはWebページ作

成者が意図した関連のみで結合され, 必ずしも閲覧するユーザ

のニーズに応えているとは言えない. そこで, 著者らはWebに

おける情報資源結合を実現するために, Web Index (以下 WIX

とする)と呼ぶ情報資源表現形式の提案, 開発を行っている.

　 WIX ファイルと呼ばれる, キーワードとそれに対応する

URL のペアの集合を XML形式で記述したファイルを用意し,

それを閲覧中のWebページに結合 (アタッチ) することで, 閲

覧ページ中のキーワード部分が自動的に対応する URLへのハ

イパーリンクに変換される. ページを閲覧しているユーザ自身

が任意のページに対してアタッチすることで新たにハイパーリ

ンクを生成する, このような利用者主導による情報資源結合方

法をWIXではユーザ主導アタッチと呼んでいる. 従来, ユーザ

主導でアタッチを行う研究が積極的に行われていた.

　本論文では, クライアントサイドでユーザがアタッチボタンを

クリックすることでリンク生成が行われるユーザ主導のリンク

生成方法と対を成す, Webオーサがアンカータグを記述するこ

と無く, WebページにどのWIXファイルを用いるか明示する

ことによってサーバサイドでリンクを自動的に生成する, オー

サ主導のリンク生成における新手法を提案し, 実装した. 提案

手法によってリンクが生成されたWebページはユーザが普段

閲覧しているWebページと何ら変わりない.

　本論文の構成は以下の通りである. まず, 2章で本論文の研究

目的について述べる. 3章でWIXの概要について述べる. 4章

でWIXアタッチエンジンにおける各処理の概要を述べる. 5章

で提案手法について説明する. 6章, 7章で評価・まとめを行う.

2. 研究の目的

従来, WIXは主にユーザ主導でハイパーリンクを生成するた

めの情報資源形態であった. 一方, ユーザが閲覧するWebペー

ジを提供するWebページ作成者側, つまりWebオーサ主導に

よるWIXファイルを用いたリンク生成を行う研究も行われて

いた. 従来の方法は, １つのWebページに関し, HEAD部分に

メタ情報としてWIXファイルを明示することでそのWebペー

ジにWIXファイルを適用させる「直接的」なオーサ主導であっ

た. しかし多数のWebページ毎にWIXファイルを明示するこ

とは冗長かつ面倒である.

　また, 近年「Closed Web Index」の実現も目指している. 大

学や企業のようなコミュニティにおいて, 外部へのリンクを生

成するよりも内部リンクを生成することの方が需要がある. そ

のため狭いコミュニティでは, そのコミュニティ内で有用な, 関

連の深いリンクを生成することが求められる.

　上記の 2点を考慮し, オーサがアンカータグを記述すること

なく, 複数のWebページに有用なWIXファイルを適用するこ

とによるハイパーリンクの生成が可能になることで, Webオー

サのリンクを記述する負担を軽減すると共に, WIXの新たな側

面であるオーサ主導の発展を目的とした. 内部リンクの生成は

Wikipediaや, はてなダイアリーで既に実施されているが, 著者

らはより汎用性に富んだものを目指し開発を行っている [5] [6].

3. WIX

3. 1 WIXファイル

WIXファイルは XML形式で記述されたキーワードと URL

の組み合わせであるエントリの集合であり, 記述例は図 1のよう

になる. エントリ内には, キーワードとなる見出し語を keyword

要素に格納し, それに対応する詳細情報を示す参照先のURLを

target要素に格納する. また, WIXファイルには, header要素

にファイル概要, 作者コメントなど, その WIXファイル全体に

ついてのメタ情報を格納することも可能である.

3. 2 Bookmark

ユーザ主導でWIX システムを使用する場合, ユーザは予め



図 1 WIX ファイルの記述例

目的に適ったWIXファイルをブックマークしておく必要があ

る [1]. 図 2のように, ページ下のツールバー上にアタッチボタ

ンが存在する. このアタッチボタンはブックマークに対応し, ボ

タン一つに対して複数のWIXファイルを登録できる.

3. 3 ユーザ主導アタッチ

WIXシステムのクライアントサイドは, FireFox add-onや

Chrome Extension によって実装されている [1]. 図 2, 図 3は

Chrome Extensionの例である. アタッチボタンをクリックす

ることで, 図 2の記事にはなかったハイパーリンクが図 3の記

事には生成される. このハイパーリンクを生成することをア

タッチと呼び, ユーザによって新しくリンクの生成が行われる

ため, これはユーザ主導によるアタッチである. アタッチする

ことで, WIXファイル内の targetタグに記述されている URL

と結合されたことになる.

図 2 Chrome Extension(WIX ツールバー)

図 3 Chrome Extension(アタッチ)

4. WIXアタッチエンジン

4. 1 FSDR処理

システムのWeb資源結合動作であるアタッチ処理について

述べる.

アタッチ処理は以下の 4フェーズに分けられる. この一連の

流れを FSDR処理とする.

• Find処理

• Select処理

• Decide処理

• Rewrite処理

4. 1. 1 Find 処 理

Find処理ではWeb文書とWIXファイル集合を入力として,

全WIXファイル中の全てのエントリのうち文書中に存在する

キーワードを持つエントリをWeb文書中の出現位置とセットに

して返す. このセットの集合のことを Find結果と呼ぶ. Find結

果はその出現位置によってソートされ, 次処理に引き継がれる.

4. 1. 2 Select処理

Select処理では Find結果とユーザのブックマーク情報を入

力として, Find結果からユーザのブックマークしているWIX

ファイルのエントリのみに絞り込む. さらに, 同一出現位置の

Find結果の要素に対しては最長一致をとる.

4. 1. 3 Decide処理

Decide処理では Select結果から更にキーワードの周辺文字

列を利用して, よりWeb文書のトピックとマッチするエントリ

を抽出するなどの研究がされている.

4. 1. 4 Rewrite処理

Rewrite処理では Decide結果を用いて入力Web文書を新た

なハイパーリンクのついたWeb文書に書き換える. これによっ

て, アタッチが完了する.

5. 間接的オーサ主導アタッチ

5. 1 WIXのアタッチ形式

WIX のアタッチ形式は大きく分けてユーザ主導アタッチと

オーサ主導アタッチの 2種類存在する. ユーザ主導はユーザ自

身が閲覧中のWebページに対してブックマークしたアタッチ

ボタンをクリックすることで新たにハイパーリンクを生成する,

クライアントサイドのアタッチ形式である. 一方, オーサ主導

によるアタッチはユーザが普段通りにWebページを閲覧する

が, そのWeb ページはリクエストを受け付けるサーバ群を管

理するオーサ達によって指定されたWIXファイルによるサー

バアタッチが行われたものである. 現在のオーサ主導アタッチ

はWeb ページ毎にアタッチに使用するWIX ファイルをその

HTML内に明示することで行われる.

5. 2 実現による需要

提案手法によるオーサ主導アタッチの目的を図 4を用いて示

す. 図 4 は慶應義塾大学の各キャンパスで管理しているWeb

ページをユーザが閲覧する場合を想定している.

大学のような狭いコミュニティでは, コミュニティ内を遷移

する内部リンクが主に生成されると思われる. WIXのオーサ主



図 4 提案手法によるオーサ主導アタッチ形態図

導アタッチを用いた場合, その内部リンクの URL とキーワー

ドのペア群をWIXファイルとして作成するだけでよい. その

ため狭いコミュニティ内でリンクを生成するのにオーサ主導ア

タッチは非常に相性が良い. だがオーサ主導アタッチを使用す

るにしても, そのコミュニティ内で, あるページには Aという

WIXファイルを使用したアタッチを, このディレクトリ下の全

てのページには B と C の２つのWIX ファイルを使用したア

タッチを行いたいという状況は当然考えられる. 例えば図 4の

ように慶應義塾大学内において, 慶應義塾大学全体に等しく関

連のある情報や, 各キャンパス毎に異なる情報, いくつかのキャ

ンパスに共通する情報などが存在する. それらの情報に関して

リンクを生成する場合, 多数のWIX ファイルを扱って多数の

WebページにWebページ毎にアタッチに使用するWIXファ

イルを明示するのは面倒である. そのためWeb ページ単位で

アタッチに使用するWIXファイルを明示するのではなく, もっ

と柔軟にしなければオーサ達はオーサ主導アタッチを使用して

もあまり嬉しくないだろう.

そこで, 著者らは提案手法を実現するに至った. 提案手法は, そ

のコミュニティで必要となる全てのWIXファイルと, アタッチ

対象ページをまとめたパターンファイルを用意しておく. この

パターンファイルを用いて, オーサがアンカータグを記述する

ことなくWebをブラウジングしているユーザにアタッチ済みの

Webページをレスポンスとして返すことが可能になればオーサ

達にとって大変有用なものであるに違いない. また, URLの階

層毎に, または特定のページにだけ異なるWIX ファイルを用

いたアタッチを行うこともでき, 先程図 4を例に述べた柔軟な

オーサ主導アタッチが可能になった.

5. 3 概 要

従来のオーサ主導アタッチの考えは, 各WebページにWIX

ファイルを明示することでそのWIXファイルをアタッチに使

用するといった, オーサによる直接的なアタッチであった. 図 5

のように HEAD 部分にメタ情報としてWIX ファイルを明示

することでオーサ主導アタッチを行う. 多数のWeb ページを

サーバが所持している場合や, 大学など狭いコミュニティでク

ローズドな情報を提供するにはこのような記述方法では結果冗

長になってしまう. そこで提案手法では, ユーザからリクエスト

を受け付けるサーバに, URLのパス名とデータベース上で管理

しているWIXファイルを表す ID(以下 wid とする)のペア群

で構成されたパターンファイルを１つ置く. これにより, 複数

のWebページにWIXファイルを関連付け, さらにこれらを階

層的に適用させたアタッチを行うことが可能になり, レスポン

スとして図 2.3のようにアタッチ済みのWebページをユーザ

に返すことになる. HTMLに対してアタッチに使用するWIX

ファイルを「直接」明示する従来の手法と比較し, 提案手法を

間接的オーサ主導アタッチと呼ぶ.

図 5 従来のオーサ主導アタッチを行うための記述方法

5. 4 実 現 形 態

本論文において間接的オーサ主導アタッチを実現したが, 集

中型と分散型の 2 種類の方法が考えられる. 図 4 のようにパ

ターンファイルをプロキシサーバに置き, そのサーバがバック

グラウンドに存在する実際のリクエスト先のサーバ群の代わり

に処理を行う集中型と, パターンファイルはプロキシサーバに

置くが, バックグラウンドに存在する各サーバが処理を行う分

散型である.

集中型は１台のプロキシサーバにパターンファイルを置き, バッ

クグラウンドのサーバでビルドや設定を行うことなくそのサー

バで処理を行うことが可能だが, 処理を一箇所で行うためボト

ルネックになる場合があるというデメリットが存在する. 一方

分散型は実際にリクエストを受け付けるサーバごとにビルド ·
設定を行わねばならないが, サーバへの負担は軽くなる. 提案

手法では分散型の間接的オーサ主導アタッチのみ実現しており,

集中型は今後実装を行う予定である. 分散型では, 各サーバへ

配布されるパターンファイルは全て同一のものであるようプロ

キシサーバで管理を行う. 各サーバはユーザからのリクエスト

情報を取得するため, パターンファイルに必要な事柄は, リクエ

ストを受け付けるサーバのホスト名とリクエスト URLのパス

名であることが分かる.

5. 5 システム内部仕様

間接的オーサ主導アタッチを実現するためのアプリケーショ

ンは全て Java で実装した. 以下にシステム内の処理の流れを

示す.

　最初にユーザからリクエストを受け取ったWebサーバにて,

アプリケーションサーバへのリバースプロキシを行う. 次にそ

のリクエスト情報を基にアプリケーションから内部的にリクエ

ストページを取得する一方, wid の決定を行う. その後, Web

ページと決定済み widによるアタッチを行い, ユーザにアタッ

チ済みWebページを返す.

　 widの決定は, リクエスト URLのホスト名とパス名を基に,

オーサが用意したパターンファイル内の URLパスパターンと



照らし合わせることで行う. 間接的オーサ主導アタッチの核と

なるパターンファイルの構成から wid 決定の流れを次節で述

べる.

5. 6 パターンファイル

5. 6. 1 ホスト名による URLパスパターン群の決定

第一にリクエスト URLのホスト名とパターンファイル内の

ホスト名の照合を行う. パターンファイルは< >内にホスト名

を, そして異なるホスト名の出現までが, このホスト名のサー

バが受け付けるリクエスト URLのパスパターンと widを表す

数字のペア群で構成される. リクエスト URLからマッチした

ホスト名におけるペア群が wid決定のための候補となる. 図 6

は慶應義塾大学のサーバに関するパターンファイルの構成例で

ある. リクエスト URLのホスト名が www.keio.ac.jpである場

合, www.hc.keio.ac.jpまでに記述された URLパスパターンと

widを表す数字のペア群が wid決定の候補となる.

図 6 パターンファイルの記述式

5. 6. 2 URLパスパターンと wid

URLパスパターンの記述方法は 2種類存在する.

（ 1） パスパターン

　 URL パスパターンを記述する場合, < >内のホスト名に

続く URL パスとして認識する. ただし, Linux コマンドで

扱われる＊や?のようなワイルドカードの使用も可能となっ

ている. 図 6 を例に取って説明する. リクエスト URL が

htp://www.keio.ac.jp/index-jp.html である場合, ホスト名に

続くパスが/index-jp.htmlであるため, １つ目のパターンであ

る/index-jp.html は適合する. 一方, ２つ目のパターンはホス

ト名に続くパスと一致しないため不適となる.

（ 2） 正規表現パスパターン

　” ”内に URL パスパターンを記述した場合, リクエ

スト URL パスのどこに出現した場合でもマッチングが

行われるよう正規表現を用いた URL パスとして認識す

る. 図 6 を例に取って説明する. リクエスト URL が

http://www.hc.keio.ac.jp/ja/prs/students.html である場合,

” ”内の正規表現パスパターンは「prsディレクトリ以下の 0文

字以上の任意の文字列」と読み取ることができるため, このパ

スパターンはリクエスト URLパスに適合する.

5. 6. 3 widの決定

上記のパスパターン記述方法に従って記述したパスパター

ンが適合することで, そのパスパターンとペアである wid を

選出する. パスパターンに対応する wid を複数用意すること

が可能だが, 先に記述されたものが優先される. また, 複数選

出された wid に優先順位を付けることで, ユーザが閲覧する

Web ページに有用なWIX ファイルを適用したアタッチを行

う. 例として, 図 7と図 8のようにパターンファイルが構成さ

れ, http://www.hc.keio.ac.jp/ja/prs/students.htmlのような

リクエスト URLを受け取った場合の wid決定の流れを説明す

る.

　図 7 の場合, パターンファイル内のホスト名とリクエスト

URL のホスト名が適合するのは www.hc.keio.ac.jp であるた

め, wid決定の候補に３つの URLパスパターンが選出される.

これらのどの URLパスパターンもリクエスト URLパスに適

合するため, 選出される widは 2, 3, 4, 5となる. ただし, ユー

ザが閲覧する予定である students.htmlに対して, より近傍の

ディレクトリがそのWebページにより関連が深いと考え, 優先

順位を考慮した場合の widは 2, 4, 5, 3と決定される.

　同様に図 8の場合, wid決定の候補に選出された３つの URL

パスパターン /ja, ”/prs/. ＊”, ”/students.html” のどれもが

リクエスト URLパスに適合する. ただし２つ目と３つ目のパ

スパターンで優先順位を考慮すべきである.「prsディレクトリ

以下に存在する students.html」と「students.html」を比較し

た場合, 前者がより詳細なパス情報を与えることから, 最終的な

widは 3, 4, 5, 2と決定される.

　このように, ユーザが閲覧する予定であるWebページに対し

て関連が深く, より詳細な情報を与えるパスパターンを優先す

ることで, 階層的にWIXファイルの適用が可能になる. また,

このような階層的なWIXファイルの決定がユーザに有用なア

タッチ結果を与えるために重要であると言える.

図 7 パターンファイルの例 (1)

図 8 パターンファイルの例 (2)



5. 7 静的リンクの付与

4.1 小節で述べたように, アタッチ処理は４つのフェーズに

分けられている. ただしこれらの処理は主にユーザ主導アタッ

チの発展を目的に開発が行われているため, 4.1.4小節で述べた

Rewrite処理の変更が必要である.

従来の Rewirte処理では, ユーザがハイパーリンクをクリック

する際に自身がアタッチを行ったWIXファイルの target要素

である URL にリダイレクトするようハイパーリンクに情報

を持たせている. そのためリンクにマウスオーバーした場合

「javascript:void(0)」が表示される. アタッチ済みのWebペー

ジをユーザに提供する場合, このように Rewrite処理を行って

しまうとユーザがリンク先の URL情報を認識することが不可

能である. 本提案手法ではRewrite処理の際, 事前にアタッチさ

れる各単語に対してWIXファイルの target要素である URL

をアンカータグに付加するように, 静的リンクへの書き換えを

行うよう実装した. ユーザは普段閲覧しているWebページと何

ら変わりなくアタッチ済みWebページを閲覧することになる.

また, 現在WIXでは同じキーワードに対して target要素が異

なるエントリが存在する場合には複数のリンク先をポップアッ

プで表示している. こうすることで, ユーザ自身が遷移したい

リンク先を決定することが可能である. ただし提案手法では適

用するWIXファイルに優先度を付けている. そのため, オーサ

がユーザに提供したいリンクを静的リンクで付与する.

6. 評 価

6. 1 実験 ·評価方法
間接的オーサ主導アタッチの有用性を評価するため, Body

サイズ増加に伴う 1 リクエストに費やす応答時間を普段Web

ページをブラウジングする場合と比較, パターンファイルにおけ

る URLパスパターン増加に伴う 1リクエストに費やす応答時

間, 同時アクセスユーザ数増加に伴う平均応答時間を普段Web

ページをブラウジングする場合と比較, 計 3項目について実験

を行い, 評価を行った. 実験結果を示す図及び表において, リク

エストを受け取ってから widの決定とリクエストページの取得

まで行い, アタッチ機構へパラメータを送信せずに, 取得したリ

クエストページをそのまま出力した指標を「提案手法アタッチ

なし」とした. 提案手法によるアタッチ済みページをレスポン

スとする指標が「提案手法アタッチあり」である.

6. 2 Bodyサイズ増加に伴う応答時間

6. 2. 1 実 験 条 件

アタッチの対象となるキーワードを 100個含む HTMLファ

イルをリクエスト対象とし, アタッチに使用するWIX ファイ

ルはWikipedia.wix のみとした. 比較対象は普段通りにWeb

ページをブラウジングする際の平均応答時間とした. この実験

ではキーワード数 100, リクエストを送るユーザ数 1人に固定

し, リクエスト対象の Bodyサイズを 100KBから 1MBまで変

化させた場合に 1リクエスト当たりの応答時間の変化を測定し,

比較を行った.

6. 2. 2 実 験 結 果

図 9 は, 対象Web ページの Body サイズ増加に伴う 1 リク

エスト当たりの応答時間を示している. 図より, 提案手法にお

ける応答時間は Bodyサイズが増加するにつれ, どちらもほと

んど線形に増加していることが分かる. 1MBの HTMLファイ

ルを対象とした場合でも 840msecでアタッチ済みのレスポンス

が返ってくるため, ユーザがページのロード時に不快感を抱く

ことは無いだろうと言える. 「提案手法アタッチあり」では比

較対象より Bodyサイズ 300KBまでは約 1/3倍, 400KBから

1MBまでは約 1/5倍の応答速度となっている. アタッチ対象と

なるキーワードを固定しているためアタッチの Rewite処理に

時間を使っているのではなく, 特に全WIX ファイル中の全て

のエントリのうち文書中に存在するキーワードを持つエントリ

を探しだす Find処理に時間を費やしていると思われる. また,

Bodyサイズの増加に伴いアタッチ済みの新しい Bodyの生成

に時間を費やしているとも考えられる. 提案手法ではアタッチ

機構は従来のものを使用しているため, 提案手法における評価

として優先すべき指標は「提案手法アタッチなし」の方である.

「提案手法アタッチなし」は比較対象より約 1.35倍の時間を費

やすが, 1MBで 260msecなので許容であると言える.

図 9 Body サイズ増加に伴う 1 リクエスト当たりの応答時間の比較

6. 3 パターンファイル内のパスパターン増加に伴う応答時間

6. 3. 1 実 験 条 件

6.2 小節で使用した同じ HTML ファイルをリクエスト対象

とし, 今回は Bodyサイズを 100KBとした. この実験ではリク

エストページの Bodyサイズとリクエストを送るユーザ数を 1

人に固定し, パターンファイル内の URLパスパターンを 50個

ずつ増加させることでアタッチに使用するWIXファイルの決

定に費やす時間の変化と, 1 リクエスト当たりの応答時間を測

定し, 比較を行った. 増加させる 50個の URLパスパターンの

内訳は, リクエスト URLパスにマッチする URLパスパターン

を 40個, 残りはマッチしないものとした.

6. 3. 2 実 験 結 果

図 10は, パターンファイル内の URLパスパターン増加に伴

う 1リクエスト当たりの応答時間を示している. 図より, 提案手

法におけるどちらの指標においても URLパスパターン増加に

伴う応答時間の増加はほとんど見られない. 「提案手法アタッ

チあり」指標では URLパスパターン数 100個までに若干の増



加が見られるが, これはアタッチに使用するWIX ファイルの

指定が原因であると考えられる. WIXファイル内のキーワード

と URLのペアであるエントリ群は各WIXファイルによって

数が異なるため, 著者がエントリ数の多いWIX ファイルを指

定してしまったことが応答時間増加を生んだと言える. そのた

め,「提案手法アタッチなし」指標では URLパスパターン数が

増加しても応答時間はほとんど一定である. 前述の実験と当実

験から, 「提案手法アタッチなし」指標が比較対象と比べて応

答時間を費やしている原因は, 内部的にリクエストページを取

得している部分と考えられる.

図 10 URL パスパターン増加に伴う 1 リクエスト当たりの応答時間

の比較

6. 4 同時アクセスユーザ数増加に伴う平均応答時間

6. 4. 1 実 験 条 件

6.3小節で使用した HTMLと同様, キーワード数 100個含む

Body サイズ 100KB の HTML ファイルをリクエスト対象と

し, アタッチに使用するWIXファイルはWikipedia.wixのみ

とした. 比較対象は普段通りにWebページをブラウジングする

際の平均応答時間とした. この実験ではキーワード数と Body

サイズを固定し, 同時にリクエストを送るユーザ数の増加に伴

い, 1リクエスト当たりに費やす平均応答時間を測定し, 比較を

行った. 本実験により, 提案手法における実装部分の脆弱性が

明らかになる.

6. 4. 2 実 験 結 果

表 1は, 提案手法を実装したサーバに同時にリクエストを送

るユーザ数が増加することによる平均応答時間の変化を示して

いる.

表 1 同時アクセス数増加に伴う 1 リクエスト当たりの平均応答時間

ユーザ数 (人) 比較対象 (msec) 提案手法アタッチなし(msec) 提案手法アタッチあり(msec)

100 263 308 419

200 798 963 1192

300 1287 1784 2304

400 1884 2406 2904

500 2496 3309 3826

表 1より, どの指標においても同時アクセスユーザ数が増加し

ても平均応答時間は線形に増加していることが分かる. 結果と

して, 同時アクセスユーザ数が 500人に達した場合でもアタッ

チ済みページをレスポンスとして返すのに約 4sec, これはユー

ザが不快に感じることはまずないと思われる.「提案手法アタッ

チあり」指標において, もしこのまま線形に増加するのであれ

ば同時アクセスユーザ数が 1000人で平均応答時間が約 8secと

なる. この仮定も踏まえて, 提供手法の実装はスケーラビリティ

が高いと言える.

ただし, 提案手法におけるどちらの指標もそれぞれ約 1.3 倍,

1.5倍平均応答速度が比較対象より遅くなっている点は改善す

べきである. 実験条件としてアタッチに使用するWIXファイ

ルは１つとしており, widの決定に時間を費やしているとは考

えにくい. 本実験におけるユーザのリクエストは逐次アクセ

スではなく同時アクセスである. そのため, 「提案手法アタッ

チあり」指標における平均応答速度低下の主な原因は, ユーザ

数の増加に伴ってアタッチ済みのページを新しく生成する時

に遅延が発生していると考えられる. また, 「提案手法アタッ

チあり」及び「提案手法アタッチなし」指標, どちらも比較対

象より平均応答速度が遅い原因は, 提案手法では JavaAPI の

HttpURLConnectionクラスを用いてリクエストページを取得

しており, ネットワーク上の遅延が影響していると考えられる.

7. お わ り に

本論文では, Webオーサがアンカータグを記述すること無く

指定したリンクを自動的に生成する, オーサ主導アタッチの新

手法を提案し, 実装した.

　 URL パスと wid のペア群を記述したパターンファイルを,

ユーザからリクエストを受け付けるサーバに１つ置くだけで,

ユーザが普段閲覧しているようなWebページを提供すること

が可能となった. また, Webオーサが多数のリンクを記述する

負担を軽減すると共に, WIXファイルを利用することで, 古い

Web ページから新しいWeb ページへ遷移できる新しいWeb

の形態となったWebページをユーザへ提供がすることが可能

となった.

　パターンファイルの２種類の記述方法に従い, 容易に新しく

Webページにリンクを生成することが可能であると共に, 正規

表現を用いた複雑な設計をすることで URLの各階層に異なる

WIXファイルを適用させることも実現した. その結果として,

ある狭いコミュニティにおいてグローバルな情報をユーザに提

供するのではなく, そのコミュニティ内で有用なWIX ファイ

ルを適用したWebページの提供が可能となり, 「Closed Web

Index」の実現へ近づいたと言える.

　実験 ·評価では, 提案手法におけるユーザへの応答速度を様々

な側面から測定, 比較を行った. 実験結果から, 提案手法による

間接的オーサ主導アタッチによる Web ページをユーザが閲覧

する際, その応答速度が許容範囲内であることが示された. た

だしリクエストページの Body サイズの増加による応答速度の

低下を改善することが今後の一番の課題である.
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